
 111 資料「川方勤書」

資
料
「
川
方
勤
書
」

﹇
史
料
解
題
﹈

一　

は
じ
め
に

「
川
方
勤
書
」
は
、
京
都
産
業
大
学
図
書
館
が
、
京
都
市
内
の
古
書
店
か
ら
購
入
し
た
折
本
形
式
（
縦
18.5
㎝
、
横
9.0
㎝
）
の
史

料
で
あ
る
。
川
方
が
関
わ
る
賀
茂
川
の
絵
図
（
以
下
「
賀
茂
川
筋
名
細
絵
図
」）
が
、
そ
の
裏
面
に
彩
色
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
。

「
川
方
勤
書
」
に
よ
り
、
京
都
町
奉
行
所
の
与
力
・
同
心
の
一
つ
で
あ
る
川
方
の
仕
事
や
役
割
、
更
に
は
、
一
八
世
紀
初
頭
の

賀
茂
川
の
状
況
が
地
図
と
照
ら
し
あ
わ
せ
な
が
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
賀
茂
川
が
京
都
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
近
世
の
京
都
を
研
究
す
る
上
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

二　

川
方
と
「
川
方
勤
書
」

川
方
は
、
京
都
町
奉
行
所
等
で
、
川
の
管
理
や
取
締
等
を
行
う
役
の
名
前
で
あ
る
。

京
都
町
奉
行
が
寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年
に
発
足
す
る
と
、
京
の
町
の
巡
視
や
取
締
、
畿
内
を
含
め
た
争
い
の
処
理
等
を
担

当
す
る
た
め
、
東
西
の
町
奉
行
所
に
、
与
力
各
二
十
騎
、
同
心
各
五
十
人
が
置
か
れ
て
い
る
。

川
方
は
、
与
力
・
同
心
の
一
つ
で
あ
る
。
公
事
方
（
刑
事
・
民
事
の
裁
判
）、
勘
定
方
（
会
計
及
び
年
貢
収
納
、
普
請
の
入
札
等
）、
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目
付
方
・
新
家
方
（
犯
罪
人
の
探
索
、
家
の
新
築
・
土
地
の
開
発
等
）、
証
文
方
（
証
文
の
発
行
・
文
書
記
録
）、
闕（
欠
）所
方
（
没

収
し
た
家
屋
等
の
処
理
等
）、
番
方
（
防
犯
・
防
火
等
の
市
中
巡
回
）
と
と
も
に
、
京
都
町
奉
行
の
配
下
に
置
か
れ
、
賀
茂
川
筋

の
石
垣
等
の
修
復
を
は
じ
め
、
賀
茂
川
筋
の
御
用
を
勤
め
た
。

「
川
方
勤
書
」
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
書
か
れ
た
事
柄
も
前
後
し
、
わ
か
り
に
く
い
の
で
ま
と
め
て
み
る
と
、
表
の
通
り

で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
洪
水
へ
の
対
応
や
堤
・
蛇
篭
の
修
復
等
、
川
方
の
業
務
を
的
確
に
遂
行
す
る
た
め
の
仕
様
書
的
な
部

分
と
、
賀
茂
川
の
適
正
な
管
理
を
進
め
る
上
で
参
考
と
な
る
過
去
の
普
請
・
修
復
等
の
「
覚
」
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
闕
所
方
・

新
家
方
の
関
連
も
窺
え
、
御
所
方
等
の
屋
敷
地
を
渡
さ
れ
る
際
の
立
会
い
、
千
本
通
の
道
幅
と
二
十
間
置
き
の
定
杭
の
打
替
え
、

更
に
は
、
明
地
の
管
理
や
修
復
の
財
源
が
不
足
す
る
場
合
の
闕
所
銀
の
充
当
等
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
賀
茂
川
筋
名
細
絵
図
」
は
、
源
流
か
ら
七
条
通
ま
で
、
賀
茂
川
の
流
路
や
川
の
長
さ
と
幅
、
堤
の
長
さ
と
修
復
財
源
、

井
口
や
悪
水
抜
、
賀
茂
川
に
架
か
る
三
条
・
五
条
の
大
橋
や
仮
橋
と
道
、
更
に
は
そ
の
周
囲
の
社
寺
・
屋
敷
・
町
屋
・
畑
地
等
、

土
地
の
利
用
状
況
等
も
細
か
く
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

「
川
方
勤
書
」
を
み
れ
ば
、
川
方
は
、
賀
茂
川
の
治
水
・
利
水
全
般
を
担
当
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
、
そ
の
仕
事
の
覚
え
書
で
、

現
代
で
い
え
ば
、
川
方
の
業
務
執
行
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
も
い
え
る
。

賀
茂
川
の
管
理
等
は
当
初
川
方
が
担
当
し
て
い
た
が
、『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
三
の
「
二
十
九
賀
茂
川
筋
役
掛
り
相
分

り
候
事
」
に
よ
れ
ば
、「
賀
茂
川
筋
両
組
川
方
之
支
配
ニ
而
有
之
候
処
、
宝
永
七
寅
年
ゟ
角
倉
平
次
江
被　

仰
付
候
」
と
あ
り
、

宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
に
、「
川
方
」
の
仕
事
は
、
角
倉
平
次
や
京
都
町
奉
行
所
の
新
家
方
や
闕
所
方
が
兼
務
し
て
い
る
。

宝
永
七
年
に
、
賀
茂
川
の
支
配
が
分
か
れ
た
こ
と
は
、
京
都
町
奉
行
所
の
与
力
を
勤
め
た
神
沢
杜
口
（
貞
幹
）
が
著
し
た
『
翁

草
』（
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
頃
に
完
成
）
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
。「
已
前
闕
所
方
の
兼
役
に
、
賀
茂
川
筋
御
修
覆
御
用

（
1
）

（
2
）
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表　
「
川
方
勤
書
」
の
主
な
内
容 

洪
水
へ
の
対
応
や
堤
・
蛇
篭
等
の
修
復
方
法
に
つ
い
て

賀
茂
川
筋
洪
水
時
の
対
応

水
当
り
場
所
の
防
御
と
破
損
ヶ
所
の
修
復
（
破
損
状
況
の
見
分
、
仕
様
の
作
成
、
入
札
、
敷
石
等
の
材
料
の
手
配
等
）

堤
・
蛇
篭
等
の
破
損
の
際

の
普
請
・
修
復

堤
・
蛇
篭
・
石
垣
の
修
復

三
条
橋
・
五
条
橋
の
敷
石
等
の
修
復

禁
裏
御
用
水
筋
・
荒
神
口
御
用
地
水
道
筋
の
普
請

堀
川
筋
の
油
小
路
橋
、
伏
見
海
道
の
祓
川
橋
、
堀
川
の
三
条
橋
、
白
川
橋
の
破
損

三
条
・
五
条
橋
の
懸
直
し
の
際
、
車
道
と
松
原
に
仮
橋
の
設
置

賀
茂
川
筋
（
川
原
も
含
む
）

の
管
理

町
か
ら
の
石
垣
の
修
復
や
橋
の
汚
損
等
の
願
出
へ
の
対
応

御
用
の
合
間
を
み
て
賀
茂
川
筋
・
堀
川
筋
の
見
廻
り

筍
が
出
る
前
の
西
堤
・
犬
走
リ
の
藪
の
管
理
（
一
ヶ
年
置
の
下
苅
等
）

四
条
の
涼
、
下
鴨
糺
の
涼
の
時
の
川
原
の
水
茶
屋
・
小
見
せ
物
等
の
指
導
・
監
督
、
三
条
河
原
の
御
施
行
時
の
小
屋
場
間
数
改

そ
の
他

御
所
方
・
宮
様
方
の
屋
敷
地
の
渡
し
の
際
の
立
会
、
明
屋
敷
の
管
理

適
正
な
管
理
を
進
め
る
上
で
参
考
と
な
る
事
項
に
つ
い
て

賀
茂
川
と
そ
の
周
囲
の
利

用
状
況

賀
茂
川
筋
の
流
路
と
長
さ

禁
裏
御
用
水
の
状
況
（
流
路
・
長
さ
・
川
幅
）
と
川
筋
の
掃
除
等
、
仮
橋
の
数
と
場
所
、
橋
板
の
幅

堀
川
の
西
賀
茂
か
ら
上
鳥
羽
村
紙
屋
川
の
落
合
ま
で
流
路
と
道
法

千
本
通
下
立
売
下
ル
小
人
町
の
頭
よ
り
四
塚
町
際
ま
で
、
道
幅
と
両
側
の
弐
拾
間
置
き
の
定
杭
（
打
ち
替
え
の
財
源
も
含
む
）

菱
垣
・
藪
垣
・
笧
・
蛇
篭
の
場
所
と
長
さ
、
石
垣
敷
石
の
場
所
、
犬
走
の
状
況

堤
や
三
条
大
橋
等
の
状
況

新
堤
（
東
堤
を
含
む
）・
西
堤
・
大
聖
寺
殿
堤
等
（
長
さ
・
根
置
・
高
・
馬
踏
）、
東
西
の
蛇
篭
・
篭
刎
・
西
堤
犬
走
リ
・
藪
・
菱
垣

等
の
長
さ

三
条
・
五
条
橋
の
高
洲
川
浚
、
今
出
川
・
二
条
口
塵
捨
場
の
蛇
篭
等

三
条
・
五
条
大
橋
の
概
要
と
敷
石
替
の
修
復
来
歴
（
敷
石
や
財
源
の
調
達
を
含
む
）、
三
条
小
橋
・
大
和
橋
の
概
要

小
川
頭
よ
り
下
木
津
屋
橋
ま
で
の
堀
川
通
の
橋
数
、
大
宮
渡
リ
よ
り
下
七
条
ま
で
の
仮
橋
数
、
高
瀬
川
筋
の
二
条
樋
之
口
よ
り
七
条

通
迄
の
橋
数

修
復
等
の
財
源
と
闕
所
銀

の
充
当

堤
御
修
復
料
の
概
要
、
東
西
堤
筋
に
あ
る
家
屋
敷
・
田
畑
の
地
子　

賀
茂
川
堤
の
御
修
復
料
の
財
源
と
そ
の
活
用
方
法

明
地
等
の
管
理

間
之
町
、
真
如
堂
、
椹
木
町
、
武
家
町
の
四
ヶ
所
の
明
地
の
坪
数
と
年
貢
銀
と
油
年
貢
の
銀
納
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相
勤
、
是
を
川
方
と
相
唱
候
」
と
あ
り
、「
其
頃
角
倉
平
次
御
奉
公
願
の
儀
の
通
相
済
、
賀
茂
川
筋
堤
奉
行
被
仰
候
」
時
に
、「
夫

迄
闕
所
方
に
て
取
計
付
候
、
右
川
筋
御
用
の
儀
は
、
其
節
品
分
有
て
、
御
用
の
筋
に
寄
、
目
付
新
家
方
へ
相
分
り
、
闕
所
方
に

も
少
々
支
配
相
残
り
、
其
余
は
平
次
方
へ
引
渡
候
」
と
あ
る
。

な
お
、
川
方
は
京
都
町
奉
行
所
の
他
、「
伏
見
御
役
録
」
に
、
川
方
与
力
二
人
、
同
心
三
人
の
名
前
が
あ
る
よ
う
に
、
伏
見
奉

行
所
等
に
も
置
か
れ
て
い
た
。

三　
「
川
方
勤
書
」
の
成
立
時
期

「
川
方
勤
書
」
の
な
か
で
、
賀
茂
川
の
東
西
堤
の
築
造
に
つ
い
て
、「
板
倉
内
膳
正
殿
御
在
京
之
節
、
三
拾
八
年
以
前
寛
文
八

申
年
、東
西
両
側
堤
四
千
弐
百
間
程
宛
出
来
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、「
川
方
勤
書
」
が
作
成
さ
れ
た
の
は
、寛
文
八
（
一
六
六
八
）

年
よ
り
三
十
八
年
前
に
あ
た
る
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
ま
で
に
京
極
今
出
川
に
あ
っ
た
真
如
堂
は
、「
真
如
堂
跡
明
地　

六
百
三
坪
」
と
明
記
さ
れ
、

三
条
大
橋
・
五
条
大
橋
の
敷
石
、
堤
の
石
垣
や
蛇
篭
等
、
川
・
道
等
の
定
杭
の
修
復
・
築
造
年
次
は
、
延
宝
八
（
一
六
八
〇
）

年
か
ら
は
じ
ま
り
、
宝
永
元
年
ま
で
に
止
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
川
方
勤
書
」
は
、
宝
永
二
年
以
降
に
作
成
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、「
川
方
勤
書
」
の
な
か
の
御
用
水
覚
に
、
川
筋
の
掃
除
の
手
形
に
関
連
し
て
松
田
五
左
衛
門
と
本

多
甚
五
右
衛
門
の
名
前
が
認
め
ら
れ
る
が
、
元
禄
期
の
東
西
町
奉
行
所
の
与
力
と
し
て
確
認
で
き
る
の
で
、
こ
の
推
定
と
矛
盾

し
な
い
。

「
川
方
勤
書
」
と
表
裏
一
体
に
あ
る
「
賀
茂
川
筋
名
細
絵
図
」
で
あ
る
が
、近
世
の
賀
茂
川
に
関
す
る
絵
図
は
、こ
れ
ま
で
「
加

茂
川
繪
圖
」（
京
都
産
業
大
学
図
書
館
所
蔵
）、
大
塚
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
賀
茂
川
筋
絵
図
」（
京
都
市
歴
史
資
料
館
所
蔵
）、
京
都

（
3
）

（
4
）

（
5
）
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府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
が
所
蔵
す
る
「
加
茂
川
圖
上
・
下
」
と
「
賀
茂
川
筋
・
桂
川
筋
・
木
津
川
筋　

共
絵
圖
」
が
知
ら
れ
て

い
る
。「
加
茂
川
繪
圖
」
は
、「
元
禄
十
一
戊
寅
年
九
月
」
の
年
記
が
あ
り
、「
賀
茂
川
筋
絵
図
」
は
、
吉
越
他
に
よ
り
一
八
世
紀

中
頃
の
宝
暦
期
の
作
成
と
さ
れ
た
。
ま
た
、「
加
茂
川
圖
上
・
下
」
は
、「
宝
暦
年
中
五
條
西
御
橋
詰
、
東
西
町
拝
借
地
」
の
書
き

込
み
が
あ
り
、
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
・
弘
化
元
（
一
八
四
四
）
年
の
貼
紙
も
あ
る
。「
賀
茂
川
筋
・
桂
川
筋
・
木
津
川
筋　

共
絵
圖
」
は
、
淀
川
筋
の
管
理
に
つ
い
て
京
都
・
伏
見
・
大
坂
の
奉
行
所
で
色
分
け
さ
れ
た
川
絵
図
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

所
管
が
明
確
に
さ
れ
る
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
以
降
に
つ
く
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

一
方
、「
賀
茂
川
筋
名
細
絵
図
」
に
は
、
宝
永
五
年
三
月
の
大
火
で
焼
け
残
っ
た
下
鴨
口
の
北
西
の
仏
陀
寺
以
北
の
諸
寺
は
描

か
れ
て
い
る
が
、
大
火
に
よ
り
焼
失
し
、
移
転
し
た
立
本
寺
の
名
前
は
な
い
。
ま
た
、
荒
神
口
の
南
側
に
本
庄
松
平
の
「
松
平
豊

後
守
」
屋
敷
が
あ
る
が
、正
徳
元
（
一
七
一
一
）
年
に
伯
耆
守
に
改
め
て
い
る
。
更
に
、宝
永
八
年
に
現
在
地
の
七
条
通
南
に
移
っ

た
松
明
殿
稲
荷
神
社
は
、
明
細
絵
図
で
は
高
瀬
川
七
条
北
西
に
認
め
ら
れ
、
正
徳
以
降
に
開
発
さ
れ
、
前
述
の
「
賀
茂
川
筋
絵
図
」

に
あ
る
六
条
新
地
も
描
か
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
賀
茂
川
筋
名
細
絵
図
」
は
宝
永
五
年
か
ら
同
八
年
頃
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
川
方
勤
書
」
と
「
賀
茂
川
筋
名
細
絵
図
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
々
に
つ
く
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
川
方
の
仕
事
が
、
宝

永
七
年
に
角
倉
平
次
等
に
移
る
前
後
に
、
そ
の
覚
え
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。

四　

元
文
の
「
畿
内
河
川
堤
の
修
築
制
」

「
川
方
勤
書
」
で
興
味
深
い
の
は
、
異
筆
で
は
あ
る
が
、
そ
の
末
尾
に
「
著
雍　

元
文
三
年　
﹇　
　
　

﹈
花
押
」
と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）



 116 

元
文
三
（
一
七
三
八
）
年
は
、『
翁
草
』
に
よ
れ
ば
、京
都
町
奉
行
所
に
お
い
て
「
加
役
川
方
新
規
に
」
立
て
ら
れ
た
年
で
あ
り
、

「
是
は
御
支
配
国
の
内
に
有
之
大
川
筋
諸
御
用
相
勤
候
趣
也
」
と
あ
る
。

淀
川
筋
の
支
配
は
、
既
に
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
八
月
に
、
伏
見
・
大
坂
町
・
堺
の
三
奉
行
の
間
で
、
次
の
通
り
整
理
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

「　

宇
治
川
淀
小
橋
迄　
　
　
　
　
　

伏
見
奉
行

　
　
　

木
津
川
淀
大
橋
迄

　
　
　

淀
川
大
坂
川
口
迄　
　
　
　
　
　

大
坂
町
奉
行

　
　
　

大
和
川
新
大
和
川
共　
　
　
　
　

堺
奉
行

　
　
　

石
川

　

  

右
之
通
、
支
配
分
被　

仰
付
候
間
、
川
役
と
し
て
伏
見
奉
行
所
者
与
力
弐
人
・
同
心
四
人
、
大
坂
町
奉
行
右
同
断
、
堺
奉

行
者
与
力
一
人
・
同
心
弐
人
可
申
付
旨
、
被　

仰
下
候
事　
　
　
　
　

 

　
　

」

 

（「
川
筋
御
用
覚
書
」）

し
か
し
、
こ
れ
で
は
、
賀
茂
川
を
は
じ
め
、
桂
川
、
木
津
川
の
三
川
、
更
に
は
、
山
城
・
摂
津
・
河
内
を
流
れ
る
大
川
筋
（
淀

川
本
筋
）
の
所
管
は
明
確
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
元
文
二
年
に
、「
畿
内
河
川
堤
修
築
制
」
が
定
め
ら
れ
、

大
坂
町
奉
行
所
と
京
都
町
奉
行
所
と
の
間
で
、「
木
津
・
桂
・
加
茂
の
三
川
お
よ
び
淀
川
筋
は
淀
小
橋
よ
り
下
、
山
城
国
中
は
、

京
町
奉
行
所
管
た
る
べ
し
。
淀
川
并
摂
河
両
国
は
。
大
坂
町
奉
行
所
所
管
た
る
べ
し
」
と
、
大
川
筋
の
所
管
の
整
理
が
行
わ
れ

た
（『
徳
川
実
紀
』）。

こ
れ
を
受
け
て
、山
城
国
に
お
け
る
「
大
川
筋
諸
御
用
相
勤
」
る
た
め
、闕
所
方
と
兼
務
し
て
い
た
川
方
が
、元
文
三
年
に
「
加

（
11
）

（
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）

（
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）
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役
川
方
」
と
し
て
新
規
に
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

異
筆
で
は
あ
る
が
、「
川
方
勤
書
」
の
末
尾
に
あ
る
「
元
文
三
年
」
の
記
述
は
、
花
押
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
史
料
が
「
加

役
川
方
」
に
新
た
に
取
り
た
て
ら
れ
た
与
力
等
に
渡
っ
て
、活
用
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
得
る
。
史
料
の
来
歴
を
考
え
る
意
味
で
、

興
味
深
い
書
き
込
み
で
あ
る
。

五　
「
川
方
勤
書
」
の
異
本

「
川
方
勤
書
」
に
は
、
京
都
産
業
大
学
図
書
館
が
購
入
し
た
史
料
（
以
下
、「
京
都
産
大
本
」）
以
外
に
、
大
塚
隆
氏
所
蔵
の
「
川

方
勤
書
」（
以
下
、「
大
塚
隆
本
」）
と
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
が
写
真
版
を
所
蔵
し
て
い
る
内
藤
（
武
）
家
の
史
料
（
以
下
「
内

藤
家
本
」）
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
折
本
形
式
で
、「
川
方
勤
書
」
で
記
述
さ
れ
て
い
る
内
容
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

「
大
塚
隆
本
」
は
、
古
地
図
等
の
蒐
集
家
と
し
て
名
高
い
大
塚
隆
氏
が
購
入
し
て
、
所
蔵
さ
れ
て
い
た
史
料
で
、
そ
の
蔵
書
印

が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
に
『
洛
中
塵
捨
場
今
昔
』
を
出
版
す
る
際
に
、「
川
方
勤
書
」
の
な

か
に
、
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
に
設
け
ら
れ
た
「
洛
中
塵
捨
場
」
の
記
述
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
大
塚
隆
氏
か
ら
そ
の
コ
ピ
ー

を
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。
同
氏
の
膨
大
な
古
地
図
等
の
史
料
は
、「
大
塚
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
、
京
都
大
学
総
合
博
物
館
、

京
都
市
歴
史
資
料
館
、
宇
治
市
歴
史
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、「
川
方
勤
書
」
の
所
在
を
改
め
て
調
査
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、「
大
塚
隆
本
」
は
、
複
写
史
料
で
し
か
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
京

都
産
大
本
」
に
あ
る
賀
茂
川
の
絵
図
が
一
緒
に
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

た
だ
、「
大
塚
隆
本
」
の
末
尾
に
、「
京
都
産
大
本
」
に
な
い
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
と
同
十
年
の
葵
御
神
事
に
関
す
る
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

（
14
）

（
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）
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「  

寛
政
二
戌
四
月　

一
葵
御
神
事
前
、
今
出
川
原
御
車
道
損
候
節
、
国
役
御
普
請
所
ニ
而
無
之
故
、
目
付
方
ニ
御
普
請
役
立
合
、

見
分
伺
之
上
、
諸
渡
銀
よ
り
御
入
用
出
ル

   
同
十
年
四
月　

一
葵
御
神
事
前
、
御
車
道
国
役
御
普
請
所
々
内
、
欠
所
出
来
ニ
付
、
水
防
取
繕
之
儀
、
右
戌
年
之
例
を
以
、

目
付
方
取
計
有
之
候
得
共
、
同
十
一
月
ニ
至
御
取
繕
外
、
御
普
請
役
よ
り
彼
是
存
寄
申
之
ニ
付
、
以
来
之
例
ニ
難
成
、
重
而

ハ
賀
茂
川
年
番
之
取
計
可
然　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

」

 

（
大
塚
隆
本
「
川
方
勤
書
」）

こ
の
こ
と
か
ら
、「
大
塚
隆
本
」
の
最
終
的
な
成
立
は
、
寛
政
期
以
降
で
あ
る
。

こ
の
「
葵
御
神
事
」
に
関
し
て
は
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
が
所
蔵
す
る
「
大
塚
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
な
か
に
、「
寛
政
三
亥
年

六
月　

川
奉
行
年
中　

勤
方
雑
記
」
が
あ
る
。
寛
政
三
年
の
葵
神
事
に
、
京
都
所
司
代
が
上
賀
茂
神
社
に
参
詣
す
る
際
、
賀
茂
川

へ
の
仮
橋
の
掛
け
替
え
等
に
関
す
る
史
料
で
、「
大
塚
隆
本
」
の
「
川
方
勤
書
」
で
の
葵
神
事
の
御
車
道
の
記
述
と
の
関
連
で
興

味
深
い
。

「
内
藤
家
本
」
は
、
代
々
小
山
村
の
庄
屋
を
つ
と
め
、
水
車
の
経
営
や
禁
裏
御
用
水
の
管
理
に
も
係
わ
っ
た
内
藤
（
武
）
家
に

伝
来
し
た
史
料
で
あ
る
。
京
都
市
歴
史
資
料
館
の
写
真
版
に
よ
り
確
認
で
き
る
が
、
同
資
料
館
で
は
、「
賀
茂
川
筋
用
水
絵
図
」

の
付
属
史
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

「
内
藤
家
本
」
の
「
賀
茂
川
筋
用
水
絵
図
」
は
、
筆
使
い
は
荒
削
り
で
あ
る
が
、
描
か
れ
た
内
容
は
「
京
都
産
大
本
」
と
ほ
と

ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、「
内
藤
家
本
」
の
「
川
方
勤
書
」
に
は
、
三
条
大
橋
・
五
条
大
橋
の
敷
石
の
敷
替
え
や
蛇
篭
・
石

垣
等
の
修
復
等
に
関
連
し
て
、「
京
都
産
大
本
」
に
あ
る
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
や
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
等
、
そ
の
敷
設

年
次
に
関
す
る
記
載
が
欠
け
て
い
る
。「
内
藤
家
本
」
は
、
原
本
の
「
川
方
勤
書
」
か
ら
、
不
必
要
な
部
分
を
省
略
し
て
書
き
写

（
16
）
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し
た
も
の
で
は
な
い
か
。

「
川
方
勤
書
」
が
複
数
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
賀
茂
川
の
管
理
に
係
わ
っ
た
役
方
等
が
、
石
垣
の
修
復
等
、
そ
の
来
歴
を
知
る

史
料
と
し
て
書
き
写
し
、
所
持
し
、
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
が
、「
京
都
産
大
本
」
の
「
川
方
勤
書
」
は
、
現

存
が
確
認
で
き
る
唯
一
の
史
料
で
あ
る
。

六　

お
わ
り
に
―
「
川
方
勤
書
」
と
「
賀
茂
川
筋
名
細
絵
図
」
の
史
料
的
価
値
― 

お
わ
り
に
、
京
都
町
奉
行
所
の
与
力
・
同
心
の
研
究
、
近
世
の
賀
茂
川
に
関
す
る
研
究
と
の
関
係
で
、「
川
方
勤
書
」
及
び
「
賀

茂
川
筋
名
細
絵
図
」
の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
改
め
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

京
都
町
奉
行
所
の
与
力
・
同
心
に
つ
い
て
は
、『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』、『
翁
草
』、『
京
都
町
触
集
成
』
や
『
京
都
武
鑑
』

と
、
史
料
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
井
ヶ
田
良
治
氏
等
に
よ
る
与
力
の
職
掌
や
人
員
の
推
移
、
更
に
は
、
与
力
の
人

名
の
調
査
・
研
究
が
主
で
あ
っ
た
。
安
国
良
一
氏
は
、
近
世
の
京
都
を
考
え
る
上
で
、
町
奉
行
所
の
与
力
等
の
役
方
が
、
実
際
に

ど
の
よ
う
な
事
項
を
所
管
し
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

今
回
、
川
方
に
限
ら
れ
る
が
、「
川
方
勤
書
」
に
よ
り
、
与
力
・
同
心
の
具
体
的
な
仕
事
を
体
系
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
賀
茂

川
の
治
水
で
果
た
し
た
役
割
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

近
世
の
淀
川
の
研
究
は
、
摂
津
・
河
内
の
地
域
に
お
い
て
、
地
方
文
書
や
「
川
筋
大
意
」
等
に
よ
り
、
村
田
路
人
氏
の
『
近

世
畿
内
近
国
支
配
論
』
や
水
本
邦
彦
氏
の
『
近
世
の
村
社
会
と
国
家
』
等
、
優
れ
た
成
果
が
生
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
賀
茂

川
の
研
究
は
必
ず
し
も
進
ん
で
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
は
、
日
記
史
料
、
絵
図
や
名
所
図
会
等
に
よ
り
、
主
に
災
害
史
の
視
点
か
ら
、

賀
茂
川
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
近
世
の
賀
茂
川
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
は
、『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
や
『
京

（
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）
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都
役
方
覚
書
』
に
限
ら
れ
、
断
片
的
な
こ
と
も
、
そ
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。

今
回
、「
川
方
勤
書
」
に
よ
り
、
絵
図
と
照
ら
し
あ
わ
せ
な
が
ら
、
三
条
・
五
条
の
大
橋
を
は
じ
め
、
川
幅
・
堤
・
石
垣
・
蛇
篭
・

笧
・
犬
走
り
・
水
杭
・
高
札
等
、
賀
茂
川
の
基
礎
的
な
情
報
を
、
川
方
の
役
割
と
の
関
係
も
含
め
て
、
体
系
的
に
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
涼
み
小
屋
、
小
見
せ
物
小
屋
や
水
車
等
、
京
の
人
々
が
賀
茂
川
に
慣
れ
親
し
ん
だ
様
子
の
一
端
も
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
、「
チ
ク
ゼ
ン
古
堤
残
」
の
よ
う
な
、
そ
の
治
水
の
来
歴
を
考
察
す
る
上
で
参
考
と
な
る
書
き
込
み

も
あ
る
。

賀
茂
川
の
川
絵
図
は
、
元
禄
十
一
（
一
六
九
八
）
年
の
「
加
茂
川
繪
圖
」
が
時
代
を
一
番
遡
る
が
、
源
流
か
ら
桂
川
落
合
ま

で
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
京
都
中
心
部
は
必
ず
し
も
詳
し
く
な
い
。
一
方
、
今
回
紹
介
す
る
宝
永
期
に
作
ら
れ
た
「
賀

茂
川
筋
名
細
絵
図
」
は
、
一
八
世
紀
に
作
成
さ
れ
た
川
絵
図
の
な
か
で
は
最
も
古
く
、
宝
暦
期
の
大
塚
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
賀
茂

川
筋
絵
図
」
等
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
賀
茂
川
沿
岸
の
開
発
、
更
に
は
京
都
の
町
の
発
展
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
史
料
で
あ
る
。

今
後
、「
川
方
勤
書
」
や
「
賀
茂
川
筋
名
細
絵
図
」
に
よ
り
、
京
都
町
奉
行
所
の
与
力
・
同
心
や
、
近
世
の
賀
茂
川
の
研
究
が

一
層
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

今
回
、「
川
方
勤
書
」
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
京
都
府
立
大
学
水
本
邦
彦
名
誉
教
授
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
井
上
幸
治
氏
に

ご
助
言
を
頂
き
、
史
料
の
閲
覧
等
に
は
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
に
ご
協
力
を
頂
い
た
。
記
し
て
、

お
礼
と
し
た
い
。

最
後
に
、
川
方
の
考
察
で
参
考
と
し
た
論
文
の
執
筆
者
で
あ
る
井
ヶ
田
良
治
先
生
は
、
乙
訓
文
化
遺
産
を
守
る
会
古
文
書
部
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会
で
、
古
文
書
の
解
読
を
一
か
ら
教
え
て
頂
い
た
。
ま
た
、
大
塚
隆
先
生
に
は
、『
洛
中
塵
捨
場
今
昔
』
の
出
版
に
当
た
り
、
今

回
紹
介
し
た
「
川
方
勤
書
」
を
は
じ
め
、
数
々
の
史
料
を
ご
教
示
・
提
供
し
て
頂
い
た
記
憶
が
蘇
る
。
両
先
生
と
も
鬼
籍
に
入

ら
れ
た
が
、
そ
の
導
き
が
な
け
れ
ば
、
本
論
の
執
筆
は
出
来
な
か
っ
た
。
改
め
て
、
そ
の
学
恩
に
感
謝
し
た
い
。

注（
1
）　
「
京
の
御
役
所
、
そ
の
仕
事
と
資
料
―
京
都
町
奉
行
所
を
中
心
に
―
」（『
京
都
府
立
総
合
資
料
館
だ
よ
り
』
第
一
八
二
号　

二
〇
一
五

年
）
三
〜
五
頁

（
2
）　

岩
生
成
一
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
上　

清
文
堂
出
版　

一
九
七
三
年　

三
三
四
〜
五
頁

（
3
）　

神
沢
杜
口
『
翁
草
』
巻
之
六
十
二
（『
日
本
随
筆
大
成
』
第
三
期
二
〇　

吉
川
弘
文
館　

一
九
七
八
年
）
四
二
三
〜
四
頁

（
4
）　

京
都
市
歴
史
資
料
館
所
蔵　

吉
村
勘
兵
衛
家
文
書
一
八
六
五
（
写
真
版
）

（
5
）　

井
上
幸
治
「
寛
文
〜
元
禄
期
に
お
け
る
京
都
町
奉
行
与
力
の
編
成
」（『
京
都
市
歴
史
資
料
館
紀
要
』
第
二
六
号　

二
〇
一
六
年
）

五
九
・
七
五
頁

（
6
）　

吉
越
昭
久
他
「
賀
茂
川
筋
絵
図
の
作
成
年
代
確
定
と
災
害
と
の
か
か
わ
り
」（
立
命
館
大
学
歴
史
都
市
防
災
セ
ン
タ
ー
他
『
京
都
歴
史

災
害
研
究
』
第
七
号　

二
〇
〇
七
）　

五
七
〜
六
〇
頁

（
7
）　
「
宝
永
戊
子
火
記
」（
史
籍
研
究
会
『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
』　

特
刊
第
二
「
視
聴
草
」
九
集
之
八　

一
九
八
五
）
二
〜
三
頁

（
8
）　

続
群
書
類
従
完
成
会
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
二
十
一　

一
九
六
六　

一
〇
七
〜
一
一
一
頁

（
9
）　
「
応
仁
之
兵
火
ニ
焼
失
仕
リ
後
、
宝
永
八
年
鴨
川
之
西
七
條
之
南
ニ
遷
奉
、
現
今
之
地
ニ
候
也
」（『
明
治
十
六
年
調　

上
下
京
神
社
明

細
帳　

庶
務
課
社
寺
掛
』（
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
））

（
10
）　
『
史
料
京
都
の
歴
史
』
第
十
二
巻　

下
京
区　

平
凡
社　

一
九
八
一
年　

三
六
六
〜
七
頁

（
11
）　

3
と
同
じ

（
12
）　

大
阪
市
参
事
会
『
大
阪
市
史
』
第
五　

一
九
一
一
年　

二
九
四
頁

（
13
）　

黒
板
勝
美
『
新
訂
増
補　

国
史
大
系
』
第
四
十
五
巻 「
徳
川
実
紀
第
八
篇
」（
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
九
年
）
七
六
一
頁

（
14
）　

京
都
市
歴
史
資
料
館
所
蔵　

内
藤
（
武
）
家
文
書
一
八
二
・
一
八
三
（
写
真
版
）
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（
15
）　

大
塚
隆
氏
か
ら
「
加
茂
川
流
域
図
」（
杉
浦
丘
園
氏
及
び
高
橋
正
意
氏
旧
蔵
）
の
コ
ピ
ー
を
頂
い
た
が
、「
京
都
産
大
本
の
「
賀
茂
川

筋
名
細
図
」
と
ほ
ぼ
同
じ
川
絵
図
で
あ
る
。

（
16
）　

京
都
歴
史
資
料
館
所
蔵
「
大
塚
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
四
三
一　

本
史
料
の
閲
覧
に
は
、
同
館
の
吉
住
恭
子
氏
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

（
17
）　

京
都
町
奉
行
所
の
与
力
・
同
心
に
関
し
て
は
、
次
の
掲
げ
る
研
究
論
文
を
参
考
に
さ
せ
て
頂
い
た
。
井
ヶ
田
良
治
「
京
都
町
奉
行
所

の
与
力
に
つ
い
て
―
神
沢
貞
幹
の
『
翁
草
』
を
素
材
と
し
て
―
」（
秋
山
國
三
先
生
追
悼
会
『
京
都
地
域
史
の
研
究
』
一
九
七
九
年　

国

書
刊
行
会
）
二
〇
一
〜
二
二
六
頁
、
安
国
良
一
「
町
奉
行
所
の
役
人
」（
京
都
町
触
研
究
会
『
京
都
町
触
の
研
究
』
一
九
九
六
年　

岩
波

書
店
）　

一
五
九
〜
一
九
二
頁
、
吉
住
恭
子
「『
京
都
武
鑑
』
に
み
る
京
都
町
奉
行
与
力
・
同
心
の
存
在
形
態
」（『
京
都
市
歴
史
資
料
館

紀
要
』
第
二
〇
号　

二
〇
〇
五
年
）　

二
五
〜
五
五
頁
、
井
上
幸
治
「
寛
文
〜
元
禄
期
に
お
け
る
京
都
町
奉
行
与
力
の
編
成
」（『
京
都
市

歴
史
資
料
館
紀
要
』
第
二
六
号　

二
〇
一
六
年
）
四
四
〜
一
〇
一
頁

（
18
）　

賀
茂
川
の
研
究
に
関
し
て
は
、
次
の
掲
げ
る
研
究
論
文
等
を
参
考
に
さ
せ
て
頂
い
た
。

 

吉
越
昭
久
・
片
平
博
文
『
京
都
の
歴
史
災
害
』（
思
文
閣
出
版　

二
〇
一
二
年
）、
中
島
暢
太
郎
「
鴨
川
水
害
史
（
一
）」（『
京
都
大
学
防

災
研
究
所
年
報
』
第
二
六
号　

一
九
八
三
年
）
七
五
〜
九
二
頁
、
赤
石
直
美
他
「
京
都
歴
史
災
害
年
表
」（
立
命
館
大
学
歴
史
都
市
防
災

セ
ン
タ
ー
他
『
京
都
歴
史
災
害
研
究
』
第
6
号　

二
〇
〇
六
年
）
一
一
〜
二
一
五
頁

参
考
文
献

岩
生
成
一
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』（
清
文
堂
出
版　

一
九
七
三
年
）、『
史
料
京
都
の
歴
史
』（
平
凡
社
）、日
本
歴
史
地
名
大
系
二
七
『
京

都
市
の
地
名
』（
平
凡
社　

一
九
七
九
年
）、
村
田
路
人
『
日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
九
五　

近
世
の
淀
川
治
水
』（
山
川
出
版
社　

二
〇
〇
九
年
）、

村
田
路
人
『
近
世
畿
内
近
国
支
配
論
』（
塙
書
房　

二
〇
一
九
年
）、
水
本
邦
彦
『
日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
五
二　

草
山
の
語
る
近
世
』（
山
川
出

版
社　

二
〇
〇
三
年
）、
水
本
邦
彦
『
近
世
の
村
社
会
と
国
家
』（
東
京
大
学
出
版
会　

一
九
八
七
年
）


